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　１月12日、斎川小学校でだんご刺
しが行われ、１・２年生21名が小正月
の伝統行事を体験しました。

　この行事は、昔の正月を子どもたち
に体験してもらおうと毎年行われてい
るものです。地元の老人クラブなどの
皆さんに教わりながら、子どもたちは
食紅を混ぜたもちを団子状に丸め、ミ
ズキの枝に一つひとつ丁寧に飾り付け
ていきました。完成後、もちの花が美
しく咲いた木に歓声が上がっていまし
た。

　１月２日、宮城県指定無形文化財
保持者の刀匠・宮城昭守さんと長男
の典真さんによる恒例の「日本刀打
ち初め」が行われ、その様子を一目
見ようと、早朝から刀剣愛好家など
が大鷹沢三沢の刀剣鍛錬所に足を運
びました。打ち初めでは、日本刀の
原材料である玉はがねを熱してたた
き、薄く伸ばしてその品質を見る「玉
つぶし」が行われ、つちを振るう力
強い動きと共に、真っ赤な玉はがね
から火花が飛び散っていました。

　１月１日、白石川サッカー公園で、
白石サッカー協会主催の「けり初め」
が開催され、小学生からシニアまで、
幅広い年代のサッカー愛好者が参加し
ました。

　昭和43年の元旦から開催されてい
るけり初めは今年で39回目。今年は
市内外から約100人が参加し、恒例
となったシニアとユースの部に分か
れての紅白試合が行われ、元旦から
素晴らしいシュートがゴールネット
を揺らしていました。

地域の伝統を次世代へ引き継ごう

斎川小の１・２年生が団子刺しを体験
サッカー大好き!　元旦からシュート!

白石サッカー協会「けり初め」

当市の誇り、匠の技は今年も健在

日本刀打ち初め
　１月８日、ホワイトキューブにおいて、
毎年恒例となった消防出初式が開催
され、620名の消防団員の皆さんが点
検作業など、日ごろの訓練の成果を
披露しました。
　今年は、ひかり幼稚園の幼年消防
クラブの園児たち約100名が「防火の
誓い」を行った後、消防団伝統階

はし

子
ご

乗り隊が２基での演技披露を行いまし
た。昨年11月には、市民有志が階子
乗り隊を応援しようと保存会を設立し
ています。

安心できるまちづくりを！

本町で「手作りの市」を開催（12月24日、材木岩公園内検断屋敷）

　地元の子どもたちに昔の正月を体
験してもらおうと開催されたこの教
室。参加した小原小学校の児童20名
の皆さんは楽しくおいしく、伝統の
技を学んでいました。

小原体験教室「しめ縄作り・もちつき」

（12月22日、白石スキー場）

　風間市長をはじめ約150人の来賓や
関係者などが出席し、今シーズンの
盛況と事故防止を祈願した後、風間
市長のスキー場開き宣言とテープ
カットを行いました。

みやぎ蔵王白石スキー場開き

（12月12日、やまぶき園）

　今年で10回目を迎えた、園利用者
と地元南町の自治会員でつくる「ボ
ランティアみなみの会」の皆さんの
交流会。歌やゲームなどで楽しいひ
とときを過ごしました。

やまぶき園利用者と地元の皆さんの交流会

平成19年消防出初式

　12月18日に満100歳の誕生日を迎え
た松野きつさん（城北町）宅を風間市
長が訪ね、祝詞と松竹梅敬老祝金
100万円を贈り、長寿を家族の皆さん
などと共に祝福しました。
　山形県天童市出身のきつさんは18
歳の時に松野家に嫁ぎ、家業や家事、
子育てに奮闘の日々を送られました。
長生きの秘けつをお聞きすると「仕事
でも何でもあまり無理をしないこと」
と笑って答えてくださる、明るい元気
なおばあちゃんです。

　１月２日、弥治郎こけし村に隣接
する小野宮惟

これ

喬
たか

親王神社（通称こけ
し神社）で「こけしの初挽き」が行
われました。

　今年初挽きを行ったのは、地元弥
治郎系の鎌田孝志さん、遠刈田系の
六郷仁美さん、鳴子系の早坂利成さ
んの３工人。こけし愛好家や観光客
など、大勢の人が見守る中で熟練の
技を披露しました。出来上がった新
年最初のこけしは、一年の無事と繁
栄を願って神社に奉納されました。

元気に100歳を迎えました

謹賀新年、今年もこけし村へ！

こけしの初挽
び

き

松野きつさんに松竹梅敬老祝金
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だ
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か
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末
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し
た
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た
り
し
な

い
よ
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、
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人
が
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手
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
た
り
、
行
動
し
た
り
発
言
で
き

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
あ

い
さ
つ
か
ら
…
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
猪い
の
し
し

と
豚
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の
違
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【
12
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号
の
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え
】

遠
い
昔
、
中
国
で
は
「
三
」
と
い
う

数
字
は
「
天
・
地
・
人
」
を
表
し
て
い

ま
し
た
。
つ
ま
り
「
三
」
は
森
羅
万
象
、

こ
の
世
の
す
べ
て
を
表
す
数
字
だ
っ
た

の
で
す
。

ま
た
、
三
は
「
参
」
に
通
じ
、「
混

じ
る
こ
と
」と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
三
」
に
は
特
別
な
意
味

が
あ
っ
た
た
め
、
三
に
ち
な
ん
だ
さ
ま

ざ
ま
な
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

▲親子二代、日本刀に思いを込めて

▲団子を飾り付ける子どもたち

▲今年初めてのシュート！

▲２基のはしご乗りが披露

▲出来栄えはいかがですか？ 

▲今シーズンの盛況を祈ってテープカット

▲共通の願いは「今後も末永い交流を！」

▲熟練の技を披露する３工人

▲魚が大好きという松野きつさん

？


